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概要

将来のニーズにも対応可能

RF信号に必要とされる要件が増え続ける一方で、スケジュールは短縮し続けています。正しいテスト・ソリュー
ションを選択すれば、測定の一貫性と機能の長寿命化を実現でき、技術上、ビジネス上の問題を解決できます。
Keysight M9381A PXIeベクトル信号発生器は、このようなRF信号解析における最適なテスト・ソリューション
です。

M9381A PXI VSGとM9391A PXIeベクトル・シグナル・アナライザにより、RF製造テスト環境に最適な高速か
つ高品質な測定ソリューションが実現できます。

キーサイトのPXI VSA/GをSignal StudioやWaveform Creatorソフトウェア、モジュール計測器用Xシリーズ測
定アプリケーション、89600 VSAソフトウェア、SystemVueと使用すれば、実証済みの測定をより高速に行え
ます。これらのソフトウェアにより、RF通信デザインの調査、検証、テストが可能になります。

このPXI VSA/Gを使用すれば、すべてのモジュラ・ハードウェア、ソフトウェア、ワールドワイドのサポートを
活用して、低リスクで変化に対応でき、将来に備えることができます。
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概要（続き）

製品概要

M9381A PXIeベクトル信号発生器（PXI VSG）は、1 MHz～ 3 GHz/ 

6 GHzの周波数レンジを備えた、小型のPXIモジュラ・ソリューショ
ンです。代表的なM9381A構成には、M9311Aデジタル・ベクトル
変調器、M9310A信号源出力、M9301Aシンセサイザ、M9300A周
波数基準が1つずつ、全部で4つのPXIeモジュールが含まれています。
これらは、高速データ・インタフェースと高速自動テスト・システ
ム向けにデザインされています。測定器の制御には、ソフトウェア・
フロント・パネルと、アプリケーション開発環境に合わせてチュー
ニングされたプログラミング・インタフェースが使用できます。

M9381A PXI VSGは、MIMOにも対応しており、無線LANやLTEの
デザインがさまざまな条件で適切に動作することを確認できます。
MIMOレシーバのテストには、キーサイトのマルチフォーマット
Signal Studioソフトウェアが使用でき、802.11acおよびLTE規格に
準拠した信号をフル・サポートしています。

製品構成の詳細については、M9381AおよびM9391Aの構成ガイド
（カタログ番号：5991-0897EN）を参照してください。M9391A PXI 

VSAの詳細については、M9391Aのデータ・シート（カタログ番号：
5991-2603JAJP）を参照してください。

アプリケーション

・ 携帯電話のピコセル／フェムトセル基地局テスト

・ ハンドセット・コンポーネントのテスト

・ 軍用コンポーネントのテスト

・ 公共業務用無線機のテスト

・ 無線機器のテスト

・ 無線トランシーバのデザイン検証

・ 無線LANおよびLTE MIMOの研究開発、デザイン検証、 
製造テスト

図1.　M9311Aデジタル・ベクトル変調器、M9310A信号源出力、M9301A
シンセサイザ、M9300A周波数基準の4つのモジュールを組み合わせた、
M9381A PXIeベクトル信号発生器。

Keysight fastuneは、デジタル・ベースバンド・パワー・レベル変更
機能と周波数オフセットを使用した、パワーおよび無線周波数（RF）
のスイッチング機能です。この機能により、振幅と位相の校正済み
確度を維持したまま、最新の通信機器製造に
必要な速度と確度を実現でき、テスト・コス
トを削減できます。
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概要（続き）

製品の特長

・ 周波数レンジ：1 MHz～ 3 GHz/6 GHz

・ fastuneによる10 μsのスイッチング速度 

・ RF周波数をテストするバンドの中心に設定し、ベースバンド
周波数のオフセットを変調帯域内（160 MHz帯域で±80 MHz

など）で任意の値にプログラムできます。

・ RFパワー・レベルをすべてのテストに必要な最大値に設定し、
ベースバンド・パワー・オフセットをRFレベルよりも0～
20 dB低く設定できます。.

・ 高速RFスイッチング速度：

・ 240 μs（周波数と振幅の切り替え）。

・ 105 μs（振幅のみの切り替え）。

・ ＋18 dBmの出力パワー（周波数レンジ全体）。

・ ±0.4 dBよりも優れた絶対振幅確度。

・ 最高160 MHzのRF変調帯域幅（＜±0.3 dBのRF I/Qチャネル・フ
ラットネス）。

・ AM、FM、位相、パルス、マルチトーン変調。

・ 最大1024 Mサンプルの任意波形メモリ。

・ Signal Studioソフトウェア：W-CDMA/HSPA+、
cdma2000®/1xEV-DO、GSM/EDGE/Evo、LTE/LTE-Advanced 

FDD、LTE/LTE-Advanced TDD、TD-SCDMA/HSDPA、無線
LAN 802.11a/b/g/n/ac、Bluetooth®、ブロードキャスト無線、
デジタル・ビデオ、Mobile WiMax™、GNSSがあります。

・ すべての性能オプションのライセンス・キー・アップグレード：
周波数レンジ、出力パワー、高速スイッチング、出力帯域幅、メ
モリ。

・ 互換性のあるシャーシ・スロット：PXIeスロット。

利点

・ 業界最高速のRF周波数／振幅スイッチング速度と3201個のリス
ト・モード・ポイントにより、テスト・スループットを高速化で
きます。

・ 振幅と周波数を10 μs未満でスイッチングするfastuneにより、テ
スト時間を短縮できます。

・ オプションの160 MHz RF帯域幅により、広帯域コンポーネント
のテストに対応しています。

・ 今必要なものを購入し、ライセンス・キーで容易にアップグレー
ドできるので、余分な費用がかかりません。キーサイトにモ
ジュールを返送する必要はありません。

・ 複数のドライバやプログラミング・インタフェースにより、開発
時間を短縮し、既存のテスト環境に容易に統合できます。

・ Keysight IOライブラリ、ワンステップでのソフトウェアのイン
ストール、統合型測定器レベルVSGソフトウェア・フロント・パ
ネルにより、立ち上げ準備期間を短縮できます。

・ 校正済みコア・モジュールの交換により、修理ターンアラウンド
時間を短縮できます。

図2.　89600 VSAソフトウェアで表示した、＜10 μsで実行されたM9381Aのベースバンド・パワー／周波数 
オフセット・チューニング。

5 dBパワー・ステップ
（ホールド～ 22 μs/ステップ）

±2.5 MHz周波数変更

10 μsスイッチング速度
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技術仕様と特性
ブロック図

図5.　M9301Aシンセサイザ、M9310A信号源出力、M9311Aデジタル・ベクトル変調器、オプションのM9300A周波数基準の
4つのモジュールを組み合わせた、M9381A PXIeベクトル信号発生器のブロック図。
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技術仕様と特性（続き）
仕様の定義

このドキュメント内の温度は、以下のように定義されています。
・ 全温度範囲：75 ℃以下の個々のモジュール温度（各モジュールの仕様から）、および0～ 55 ℃の周囲温度。

・ 制御された温度範囲：55 ℃以下の個々のモジュール温度（各モジュールの仕様から）、および20～ 30 ℃の周囲温度。

仕様は、校正済み測定器の保証された性能です。特に記載のない限り、本書に掲載されているデータは以下の条件での仕様です。
・ 校正済み測定器は、全温度範囲内に2時間以上保管

・ 45分間のウォームアップ後

・ 校正周期を維持

・ Keysight M9300A周波数基準とKeysightインターコネクト・ケーブルを組み合わせて使用

特性は、製品を利用する際に役立つ製品性能を表していますが、製品保証の対象ではありません。特性は、代表値または公称値とも呼ばれ、
イタリック体で記載されています。

・ 代表値は、特性性能を示し、制御された温度範囲内で動作させた場合に、測定器の80 ％が満たす性能を表しています。

・ 公称値は、制御された温度範囲内で動作させたときに、製品を利用する際に役立つ標準的な性能を表しています。

使用時における推奨事項

・ 空のモジュール・スロットにはスロット・ブロッカやEMCフィラー・パネルを使用して、適切な動作温度にします。キーサイトのシャー
シやスロット・ブロッカは、モジュール温度性能とテストの信頼性を最適化します。

・ 45 ℃以上の周囲温度では、シャーシのファンを高に設定します。

その他の情報

・ すべてのグラフのデータは、特に記載のない限り、制御された温度範囲で1つのユニットで測定されたもので代表的な製品性能を示してい
ます。

・ このドキュメントに記載されている仕様は、変更される場合があります。

・ 仕様では、特に記載のない限り、ノーマルPLLモード設定を使用しています。狭ループ帯域幅の仕様は、M938xベクトル信号発生器/CW

信号源のドライバのバージョン1.2.300以降で使用可能なベスト・ワイド・オフセットPLLモード設定（AGM938X_VAL_SYNTHESIZER_

PLL_MODE_BEST_WIDE_OFFSET）を使用したときのものです。
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技術仕様と特性（続き）

周波数 

周波数レンジ
オプションF03 1 MHz～ 3 GHz

オプションF06 1 MHz～ 6 GHz

分解能 0.01 Hz

周波数スイッチング速度 標準（公称値） オプションUNZ（公称値）
リスト・モードのスイッチング速度 1 ノーマル・ループ帯域幅 狭ループ帯域幅
ベースバンド周波数オフセットの変更 2 ≦5 ms ≦10 μs ≦10 μs

ALCオフ 3

任意の周波数変更 ≦5 ms ≦185 μs ≦240 μs

バンド内での＜100 MHzの周波数変更 4 ≦5 ms ≦115 μs ≦120 μs

ALCオン 3

任意の周波数変更 ≦5 ms ≦365 μs ≦365 μs

バンド内での＜100 MHzの周波数変更 4 ≦5 ms ≦265 μs ≦265 μs

リスト・モード以外のスイッチング速度 5

ベースバンド周波数オフセットの変更 2 ≦5 ms ≦250 μs ≦250 μs

任意の周波数変更 ≦5 ms ≦2 ms ≦2.1 ms

リスト・モード
リスト・モード・チャネルのパラメータ RF周波数、パワー、変調／任意／ベースバンド波形、ALC、パワー・サーチ、トリガなどの80種

類のパラメータ
持続時間 0～ 429 s

ポイント数 1～ 3201

トリガ機能 即時、外部、ソフトウェア、タイマ

周波数基準（M9300A PXIe周波数基準モジュール）
基準出力
100 MHz出力（出力1～出力5）
振幅 ≧10 dBm 13 dBm（代表値）
コネクタ 5 SMB、スナップオン
インピーダンス 50 Ω（公称値）

1. デジタル変調オンでチャネル補正オンのときに、トリガ入力から周波数／振幅が下記に示す制限値内にセトリングするまでの時間。振幅が＋17 dBm未満で、M9036A
内蔵コントローラをM9018Aシャーシ内で使用したときの仕様です。

2. ベースバンド・オフセット周波数が100 Hz以内にセトリングするまでの時間。ベースバンド・オフセットは、RF変調帯域幅によって決められるリミット値内で、搬送
波周波数からの±で調整することができます。シンセサイザの周波数と振幅は変化せず、ALCはオフです。

3. 搬送波周波数は1 ppmまたは1 kHz以内のうちの大きい方にセトリングし、振幅は0.2 dB以内（制御された温度範囲内）または0.5 dB（全温度範囲）以内にセトリングする
までの時間です。周波数変更が≧1.6 GHzで搬送波が≧3.2 GHzの場合、最終周波数の±0.05 ％内となる周波数セトリング時間（公称値）は125 μsです。搬送波周波数
と振幅の同時スイッチング。

4. 周波数バンド：1（1～ 400 MHz）、2（＞400～＜750 MHz）、3（≧750～＜1500 MHz）、4（≧1500～＜3000 MHz）、5（≧3000～ 6000 MHz）

5. IVIコマンドから搬送波周波数が1 ppmまたは1 kHz以内のうちの大きい方かつ振幅が0.2 dB以内にセトリングするまでの平均時間です。搬送波周波数と振幅の同時ス
イッチング。
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技術仕様と特性（続き）

周波数基準（続き）

周波数出力（続き）

10 MHz出力

振幅 9.5 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値）

OCXO出力

振幅 11.5 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値）

周波数確度

内部タイムベースまたは外部基準入力の確度と同じ

内部タイムベース

確度 ±［（直近の調整からの経過時間×エージング・レート）±温度変動±校正確度］

周波数安定度 
エージング・レート

1日 ＜±0.5 ppb/日、72時間のウォームアップ後

1年 ＜±0.1 ppm/年、72時間のウォームアップ後

合計10年 ＜±0.6 ppm/10年、72時間のウォームアップ後

実現可能な初期校正確度 
（出荷時）

±5×10－8

温度変動

20～ 30 ℃ ＜±10 ppb

全温度範囲 ＜±50 ppb

ウォームアップ

＋20～＋30 ℃で5分間の場合（1時間に対して） ＜±0.1 ppm

＋20～＋30 ℃で15分間の場合（1時間に対して） ＜±0.01 ppm

外部基準入力

周波数 1～ 110 MHz、正弦波

ロック・レンジ ±1 ppm（公称値）

振幅 0～ 10 dBm（公称値）

コネクタ 1 SMB、スナップオン

インピーダンス 50 Ω（公称値）

周波数（続き）
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技術仕様と特性（続き）
振幅

出力パラメータ

設定可能な範囲 標準 オプション1EA

＋10.7～－130 dBm ＋20～－130 dBm

分解能

ALCオン 6 0.02 dB（公称値）

I/Qモード、ALCオフ 7 0.02 dB（公称値）

I/Qモード、ALCオフ、ベースバンド・オフセット 
変更

0.001 dB（公称値）

CWモード、ALCオフ 0.3 dB（公称値）

最大出力パワー

周波数 標準 オプション1EA

1 MHz～ 5 GHz ＋10 dBm ＋19 dBm

＞5～ 6 GHz ＋10 dBm ＋18 dBm

図6.　指定されたレベル確度への高速セトリングを示す、リスト・モードでの振幅対時間。

6. 0.01 dBに設定可能。

7. パワー・サーチ後。
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技術仕様と特性（続き）

振幅スイッチング速度 標準（公称値） オプションUNZ（公称値）

リスト・モードのスイッチング速度 8

ベースバンド・パワーレベルの変更 9 ≦5 ms ≦10 μs

ALCオフ ≦5 ms ≦105 μs

ALCオン ≦5 ms ≦105 μs

リスト・モード以外のスイッチング速度 10

ベースバンド・パワーレベルの変更 9 ≦5 ms ≦250 μs

任意パワー・レベルの変更 ≦5 ms ≦1.5 ms

リスト・モード

詳細は、周波数の仕様のセクションを参照してください。

CWモードでの絶対レベル確度 [ALCオン] 11 

周波数 ＜最大パワー～－20 dBm ＜－20～－110 dBm ＜－110～－120 dBm ＜－120～－130 dBm

1 MHz～ 3 GHz ±0.4 dB
±0.15 dB（代表値）

±0.5 dB
±0.15 dB（代表値）

±0.7 dB
±0.25 dB（代表値）

±0.8 dB（公称値）

＞3～ 6 GHz ±0.5 dB
±0.15 dB（代表値）

±0.6 dB
±0.25 dB（代表値）

±1.0 dB
±0.5 dB（代表値）

±0.8 dB（公称値）

図7.　－120 dBmの出力パワーのノーマライズした応答

8. トリガ入力から振幅が0.2 dB以内に（制御された温度範囲で）または0.5 dB以内に（全温度範囲で）セトリングするまでの時間。搬送波周波数は変化しません。M9018A
シャーシ内のM9036A内蔵コントローラで測定されたものです。

9. ベースバンド・オフセット振幅が0.2 dB以内にセトリングするまでの時間です。ベースバンド・オフセットは0～－20 dBで調整できます。

10. IVIコマンドから振幅が0.2 dB以内にセトリングするまでの平均時間です。搬送波周波数は変化しません。

11. 仕様は、制御された温度範囲内で有効です。この温度範囲外の場合、絶対レベル確度は±0.02 dB/℃で低下します。
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技術仕様と特性（続き）

絶対レベル確度（ALCオフ、ALCオンを基準にした値） 12

周波数

1 MHz～ 5 GHz ±0.25 dB（代表値）

＞5～ 6 GHz ±0.62 dB（代表値）

パワー・サーチ 13

時間 ＜20 ms（公称値）

デジタルI/Qモードでの絶対レベル確度（ALCオン、CWを基準にした値）14

≦15 dBm ±0.7 dB（±0.25 dB、公称値）

≦10 dBm ±0.2 dB

≦0 dBm ±0.1 dB

図8.　さまざまな搬送波周波数での振幅の再
現性。再現性は、任意の他の周波数／パワー
設定値にランダムに変化させた後、与えられ
たパワー設定値に戻したときの測定器の性能
を測定したものです。振幅の再現性は、絶対
レベル確度とは異なります。

図9.　さまざまな周波数での相対レベル 
確度。

12. 単側波帯信号でパワー・サーチ・ブランキング・オンでのパワー・サーチ後の値。 

13. パワー・サーチは内蔵調整ルーチンにより、ALCオフ時のレベル確度を向上させます。

14. 4 Mサンプル/sシンボル・レートのQPSK波形。仕様は、制御された温度範囲内で有効です。
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技術仕様と特性（続き）

VSWR

1 MHz～ 6 GHz ＜1.5:1（公称値）

最大逆電力

1 MHz～ 6 GHz 1 W（公称値）

最大DC電圧 25 Vdc（公称値）

図10.　1 MHz～ 6 GHzのVSWRの実測値
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技術仕様と特性（続き）

信号純度

位相雑音（20 kHzのオフセット） ノーマル・ループ帯域幅

1 GHz －122 dBc/Hz（代表値）

2 GHz －117 dBc/Hz（代表値）

3 GHz －112 dBc/Hz（代表値）

6 GHz －108 dBc/Hz（代表値）

図11.　単側波帯位相雑音（ノーマル・ループ帯域幅、10 Hz～ 10 MHzのCWモード、1、2、2.4、
3、5.8、6 GHzのオフセット）

図12.　単側波帯位相雑音（狭ループ帯域幅、10 Hz～ 10 MHzのCWモード、1、2、2.4、3、
5.8、6 GHzでのオフセット）
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広帯域ノイズ・フロア

範囲

1 MHz～ 6 GHz ＜－140 dBc/Hz（公称値、＋10 dBm出力パワー・レベル）

高調波

範囲 ≦0 dBm ≦0 dBm ≦＋10 dBm ≦＋10 dBm

1 MHz～＜1 GHz ＜－39 dBc －43 dBc（代表値） ＜－35 dBc －37 dBc（代表値）

1～ 2.5 GHz ＜－34 dBc －38 dBc（代表値） ＜－32 dBc －34 dBc（代表値）

＞2.5 GHz ＜－35 dBc －38 dBc（代表値） ＜－30 dBc －32 dBc（代表値）

非高調波 15

非高調波のスプリアス 16 ＜－70 dBc（公称値）

非高調波のHETバンド・ミキシング・スプリアス
（0 dBm）

＜－67 dBc（公称値）

非高調波のフラクションN ＜－66 dBc（公称値）

副高調波

1 MHz～ 6 GHz なし

技術仕様と特性（続き）

15. 非高調波には、オフセットが＞10 kHzの、ミキシング・スプリアス（400 MHz未満の周波数）、シンセサイザ・スプリアス、その他のさまざまなシャーシ／電源製品に
起因するスプリアスが含まれます。

16. Keysight M9036A内蔵コントローラ使用時。

信号純度（続き）
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アナログ変調

パルス・パラメータ

パルス・オン／オフ比（1～ 400 MHz） ＞85 dB（代表値）

パルス・オン／オフ比（＞400 MHz～ 6 GHz） ＞95 dB（代表値）

I/Q変調でのパルス・オン／オフ比 ＞140 dB（公称値）

パルスの立ち上がり／立ち下がり時間 ＜10 ns（公称値）

周波数変調（オプションUNT）17

最大偏移 1.25 MHz

偏移の分解能 0.1 Hz

最大レート 5 MHz

位相変調（オプションUNT）17

最大偏移 10ラジアン

偏移の分解能 0.001ラジアン

最大レート 5 MHz

振幅変調（オプションUNT）17

最大変調度 100 ％

変調度の分解能 0.001 ％

最大レート 6.25 MHz

パルス（オプションUNT）17

周波数 1 Hz～ 1 MHz

パルスのオン・タイム 200 ns～ 2 ms

マルチトーン（オプションUNT）17

周波数（トーン間隔） 100 Hz～ 1 MHz

トーン数 2～ 16

技術仕様と特性（続き）

17. 任意波形を使用。正弦波、デュアル正弦波、三角波、ランプ波、方形波をサポート。
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技術仕様と特性（続き）

ベクトル変調
残留搬送波リーケージ 18

周波数 仕様 代表値

1 MHz～ 5 GHz ＜－55 dBc ＜－62 dBc

＞5～ 6 GHz ＜－51 dBc ＜－58 dBc

18. I/Qスケール・ファクタが0.25、オフセット≦50 MHzで、IQアライメント実行後に、SSB波形を測定。仕様は、625 kHzおよび50 MHzオフセットで有効です。

19. MIMO機能は、Keysight M9018A PXIeシャーシで構成される場合にのみサポートされます。

I/Qイメージ抑圧 18

周波数 仕様 代表値

1～ 850 MHz ＜－43 dBc ＜－54 dBc

＞850 MHz～ 5 GHz ＜－52 dBc ＜－61 dBc

＞5～ 6 GHz ＜－45 dBc ＜－54 dBc

I/Qベースバンド・フィード・スルー 18

周波数 仕様

1～ 400 MHz ＜－65 dBc（代表値）

＞400 MHz～ 3 GHz ＜－80 dBc（代表値）

＞3 GHz ＜－90 dBc（代表値）

内蔵ARBによるRF変調帯域幅 

オプションB04（標準） 40 MHz

オプションB10 100 MHz

オプションB16 160 MHz

RF I/Qチャネル・フラットネス

帯域幅 1 MHz～ 5.5 GHz ＞5.5～ 6 GHz

40 MHz BW（オプションB04、標準） ＜±0.1 dB（代表値） ＜±0.2 dB（代表値）

100 MHz BW（オプションB10） ＜±0.2 dB（代表値） ＜±0.3 dB（代表値）

160 MHz BW（オプションB16） ＜±0.3 dB（代表値） ＜±0.5 dB（代表値）

マルチチャネル 19

最大チャネル間偏移 20 ns（公称値）
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技術仕様と特性（続き）
補正済み位相誤差

帯域幅 1 GHz 3 GHz

40 MHz BW（オプションB04、標準） ±0.25 °（公称値） ±1.25 °（公称値）

100 MHz BW（オプションB10） ±0.65 °（公称値） ±2.5 °（公称値）

160 MHz BW（オプションB16） ±0.9 °（公称値） ±3.0 °（公称値）

任意波形メモリの最大再生容量

オプションM01（標準） 32 Mサンプル

オプションM05 512 Mサンプル

オプションM10 1024 Mサンプル

図13.　SSB残留搬送波リーケージ。

図16.　さまざまな搬送波周波数でのRF I/Qチャネル・フラットネス。図15.　さまざまな搬送波周波数でのI/Qベースバンド・フィード・スルー。

図14.　1、50、80 MHzオフセットでのSSBイメージ除去。
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技術仕様と特性（続き）
3GPP W-CDMA性能データ 20

変調タイプ QPSK

EVM（2 GHz、1 DPCH、≦5 dBm） 0.57 ％ rms（代表値）

チャネル歪み 21 ACLR

パワー・レベル 0 dBm 5 dBm

オフセット 構成 周波数 仕様（dBc） 代表値（dBc） 仕様（dBc） 代表値（dBc）

隣接（5 MHz）

1 DPCH
1個の搬送波

900 MHz 
－70 －72 －71 －72

オルタネート（10 MHz） －71 －73 －72 －74

隣接（5 MHz） 1800～
2200 MHz

－70 －72 －70 －71

オルタネート（10 MHz） －71 －73 －72 －73

隣接（5 MHz）

64 DPCH
1個の搬送波

900 MHz 
－69 －71 －69 －72

オルタネート（10 MHz） －71 －72 －71 －73

隣接（5 MHz） 1800～
2200 MHz

－68 －70 －68 －70

オルタネート（10 MHz） －70 －72 －71 －73

図17.　シングル・キャリアW-CDMA隣接チャネルACLR対 
パワー・レベル（2 GHz）

図18.　4キャリアW-CDMA隣接チャネルACLR対 
パワー・レベル（2 GHz）

20. W-CDMA特性は、900 MHz、1.8～ 2.2 GHzの間、3.84 Mcpsレート、IQアライメントの5 °以内に対して適用されます。

21. 仕様は、制御された温度範囲内で有効です。
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技術仕様と特性（続き）
GSM/EDGE性能データ  22

GSM EDGE

変調タイプ GMSKバースト 3π/8-8PSKバースト

変調速度 270.833 ksps 70.833 ksps

EVM [ALCオフ] ±0.15 ° rmsのグローバル位相誤差（代表値） 0.3 ％（代表値）

EVM [ALCオン] ±0.15 ° rmsのグローバル位相誤差（代表値） 0.6 ％（代表値）

出力RFスペクトラム（ORFS） 狭ループ帯域幅 狭ループ帯域幅

オフセット GSM（代表値） EDGE（代表値）

200 kHz －37 dBc －39 dBc

400 kHz －66 dBc －66 dBc

600 kHz －71 dBc －71 dBc

800 kHz －76 dBc －76 dBc

1200 kHz －81 dBc －81 dBc

1800 kHz －80 dBc －79 dBc

22. GSM/EDGE特性は、1タイムスロット・チャネル構成、IQアライメントの±5 °内で、800～ 900 MHz、1800～ 1900 MHzに対して適用されます。

無線LAN 802.11の性能データ EVM

プリアンブルのみ：狭ループ帯域幅

パワー・レベル －7 dBm 0 dBm ＋5 dBm

代表値 公称値 代表値 公称値 代表値 公称値

802.11n、20 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－52.5 dB
－44.6 dB

－53.2 dB
－45.8 dB

－52.7 dB
－45.2 dB

－53.4 dB
－45.8 dB

－51.3 dB
－41.3 dB

－52.1 dB
－42.8 dB

802.11n、40 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－48.5 dB
－44.1 dB

－49.5 dB
－44.5 dB

－48.6 dB
－44.1 dB

－49.7 dB
－44.7 dB

－47.8 dB
－40.1 dB

－49.2 dB
－41.7 dB

802.11ac、80 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －42.2 dB －45.6 dB －42.8 dB －46.1 dB －40.6 dB －42.8 dB

802.11ac、160 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －42.5 dB －43.7 dB －42.7 dB －44.1 dB －39.8 dB －40.6 dB

プリアンブル、パイロット、データ：狭ループ帯域幅

パワー・レベル －7 dBm 0 dBm ＋5 dBm

公称値 公称値 公称値

802.11n、20 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－54.4 dB
－46.5 dB

－54.7 dB
－46.9 dB

－54.5 dB
－43.7 dB

802.11n、40 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－52.8 dB
－47.2 dB

－53.3 dB
－47.6 dB

－52.9 dB
－44.0 dB

802.11ac、80 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －48.7 dB －48.9 dB －45.2 dB

802.11ac、160 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －47.2 dB －47.8 dB －43.9 dB
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無線LAN 802.11の性能データ EVM（公称値）

プリアンブルのみ：狭ループ帯域幅

パワー・レベル 0 dBm

2チャネル（公称値） 3チャネル（公称値） 4チャネル（公称値）

802.11n、20 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－52.4 dB
－45.6 dB

－50.8 dB
－44.3 dB

－50.9 dB
－45.1 dB

802.11n、40 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－49.2 dB
－44.2 dB

－48.3 dB
－42.7 dB

－48.8 dB
－43.3 dB

802.11ac、80 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －43.3 dB －42.0 dB －42.9 dB

802.11ac、160 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －42.1 dB －40.3 dB －41.7 dB

プリアンブル、パイロット、データ：狭ループ帯域幅

パワー・レベル 0 dBm

2チャネル（公称値） 3チャネル（公称値） 4チャネル（公称値）

802.11n、20 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－54.2 dB
－46.4 dB

－54.2 dB
－45.6 dB

－52.9 dB
－45.7 dB

802.11n、40 MHz、64 QAM

 2.4 GHz

 5.8 GHz

－52.8 dB
－47.1 dB

－52.7 dB
－46.1 dB

－51.7 dB
－45.3 dB

802.11ac、80 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －46.8 dB －45.4 dB －44.7 dB

802.11ac、160 MHz、256 QAM

 5.8 GHz －45.4 dB －43.0 dB －43.3 dB

技術仕様と特性（続き）
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技術仕様と特性（続き）

23. LTE FDD E-TM 1.1およびE-TM 3.1、10 MHz、64 QAM PDSCH、フル・リソース・ブロック、≦＋6 dBm。特性はIQアライメントの±5 °に対して適用され 
ます。

24. LTE FDD/TDD MIMO R9ダウンリンク、full filled 64 QAM 10 MHz（50 RB）、0 dBm、オープン・ループ多重空間伝送モード。

25. インストール処理の手順上、動作時に必要なディスク空き容量は、インストール時に必要な容量よりも少なくなることがあります。

26. Windows VistaとWindows 7では、.NET Frameworkのランタイム・コンポーネントがデフォルトでインストールされています。このため、ここに記載のディスク空き
容量が不要になる場合があります。

LTE FDD性能データ：シングル・チャネル

変調タイプ 64 QAM

EVM 1チャネル 23

900 MHz －52.0 dB（0.25 ％、公称値）

2 GHz －50.0 dB（0.32 ％、公称値）

ACPR 23 隣接（＜5 dBm） オルタネート（＜5 dBm）

900 MHz －68 dBc（公称値） －70 dBc（公称値）

2 GHz －67 dBc（公称値） －70 dBc（公称値）

システム要件

トピック Windows 7およびVistaの要件 Windows XPの要件

オペレーティング・システム Windows 7（32ビットおよび64ビット） 
Windows Vista SP1およびSP2（32ビットおよび 
64ビット）

Windows XP Service Pack 3

プロセッサ速度 1 GHz 32ビット（x86）、1 GHz 64ビット（x64）、
（Itanium 64のサポートなし）

600 MHz以上が必要 
800 MHzを推奨

利用可能メモリ 4 GB以上、8 GB以上を推奨 3 GB以上

利用可能ディスク空き容量 25 1.5 GBのハード・ディスク空き容量：
・ 1 GB（Microsoft .NET Framework 3.5 SP1 26 で使用）
・ 100 MB（Keysight IOライブラリ・スイートで使用）

ビデオ DirectX 9をサポート、128 MBのグラフィック・
メモリを推奨（Super VGAをサポート）

Super VGA（800×600）256色以上

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 7以上 Microsoft Internet Explorer 6以上

M938xベクトル信号発生器/CW信号源のドライバ

Keysight IOライブラリ バージョン16.3.16603.3以降

狭ループ帯域幅 ベスト・ワイド・オフセットPLLモード設定のAGM938X_VAL_SYNTHESIZER_PLL_MODE_BEST_WIDE_OFFSET
を使用した狭ループ帯域幅にはバージョン1.2.300.0以降のドライバが必要です。

LTE FDDおよびLTE TDD性能データ：マルチチャネル

変調タイプ 64 QAM

LTE FDD：EVM 2チャネル：MIMO 24 4チャネル：MIMO 24

900 MHz －50.5 dB（0.30 ％、公称値） －51.5 dB（0.27 ％、公称値）

2 GHz －50.0 dB（0.32 ％、公称値） －50.5 dB（0.30 ％、公称値）

LTE TDD：EVM 2チャネル：MIMO 24 4チャネル：MIMO 24

900 MHz －51.0 dB（0.28 ％、公称値） －50.7 dB（0.29 ％、公称値）

2 GHz －49.8 dB（0.32 ％、公称値） －49.7 dB（0.33 ％、公称値）
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環境／物理仕様

温度 動作時
非動作時（保管時）

0～ 55 ℃
－40～＋70 ℃

湿度 27 95 ％、＋40 ℃で型式試験 
（非結露）

衝撃／振動 27 動作ランダム振動
ランダム振動
機能衝撃
ベンチ操作

5～ 500 Hz、0.21 g rmsで型式試験
5～ 500 Hz、2.09 g rmsで型式試験
半正弦波、30 g、11 msで型式試験
MIL-PRF-28800Fに準拠した型式試験

高度 最高4,572 m

コネクタ RF出力 SMA（メス）

EMC 欧州EMC指令2004/108/ECに準拠
･ IEC/EN 61326-2-1
･ CISPR Pub 11グループ1、クラスA
･ AS/NZS CISPR 11
･ ICES/NMB-001
このISMデバイスは、カナダのICES-001に準拠してい 
ます。
Cet appareil ISM est conforme a la norme NMB-001 du 
Canada.

ウォームアップ時間 45分

サイズ M9300A 
M9301A 
M9310A 
M9311A 

1 PXIeスロット
1 PXIeスロット
1 PXIeスロット
2 PXIeスロット

寸法 モジュール 長さ 幅 高さ

M9300A 210 mm      22 mm 130 mm 

M9301A 210 mm      22 mm 130 mm 

M9310A 210 mm      22 mm 130 mm 

M9311A 210 mm      42 mm 130 mm 

質量 M9300A 
M9301A 
M9310A 
M9311A 

0.551 kg
0.535 kg
0.551 kg
0.901 kg

シャーシからの消費電力 M9300A 
M9301A 
M9310A 
M9311A 

≦18 W
≦25 W
≦28 W
≦45 W

技術仕様と特性（続き）

27. 本製品のサンプルに対して、Keysight環境試験マニュアルに基づいた型式試験が行われ、保管、輸送、使用の際の環境ストレスに対して耐性があることが検証されてい
ます。このようなストレスの例として、温度、湿度、衝撃、振動、高度、電源条件などがあります。テスト手法はIEC 60068-2に準拠し、レベルはMIL-PRF-28800F 
Class 3相当です。
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ソフトウェア
測定器接続ソフトウェア

Keysight  
IOライブラリ

このIOライブラリ・スイートは、キーサイトや他のメーカのAXIe、
PXI、GPIB、USB、イーサネット/LAN、RS-232C、VXIテスト機器な
どの一般的な測定器に接続するために使用できます。Keysight IOラ
イブラリは、インタフェース、シャーシ、測定器を自動的に検出し
ます。グラフィカル・ユーザ・インタフェースにより、IVI測定器
およびモジュール計測器と従来の測定器用のソフトウェア・フロン
ト・パネル・ドライバを検索し、検証／更新することができます。
このIOスイートは、NI I/Oソフトウェアとの併用可能モードで安全
にインストールすることができます。

無料ソフトウェアを以下のページ
からダウンロードできます：
www.keysight.co.jp/find/iosuite

モジュールのセットアップと使用
Keysight 
ソフトウェ
ア・フロン
ト・パネル

PXIモジュールには、測定器の機能をPCから使用できるようにする
グラフィカル・ユーザ・インタフェース（GUI）のソフトウェア・フ
ロント・パネル（SFP）が付属しています。

モジュールに付属するCD-ROMに
含まれ、オンラインからも入手で
きます。

プログラミング
ドライバ 開発環境
lVI-COM

IVI-C
LabVIEW
MATLAB

 
Visual Studio 
（VB.NET、C#、C/C++）

VEE
LabVIEW、LabWindows/CVI、MATLAB

モジュールに付属するCD-ROMに
含まれ、オンラインからも入手で
きます。

プログラミング・アシスタンス
Command 
Expert

正しい測定器コマンドの検索、適切なパラメータの設定を支援しま
す。1つの簡単なインタフェースに、ドキュメント、サンプル、シ
ンタックス・チェック、コマンド実行、デバッグ・ツールが含ま
れ、Excel、MATLAB、Visual Studio、LabVIEW、VEE、SystemVueで統
合するためのシーケンスを構築できます。

無料ソフトウェアを以下のページ
からダウンロードできます：
(www.keysight.co.jp/find/
commandexpert)

プログラミング・
サンプル

各モジュールに、Visual Studio.net、LabVIEW、MATLAB、
LabWindows、Keysight VEE Pro用のプログラミング・サンプルが含
まれています。

モジュールに付属するCD-ROMに
含まれ、オンラインで(www.
keysight.co.jp/find/m9381a)か
らも入手できます。

信号生成ソフトウェア
Signal Studio 柔軟で使いやすい信号作成ツール・スイートで、一般的な通信規格

に対して検証され性能が最適化された基準信号を提供します。使い
やすくアプリケーション専用のグラフィカル・インタフェースで信
号を構成でき、特定のニーズに適合するように機能と性能をスケー
リングできます。

ソフトウェア・ライセンス。詳細
については、以下のWebサイトを
ご覧ください。 
(www.keysight.co.jp/find/
signalstudio)

Waveform 
Creator

Waveform Creatorは、ドラッグ・アンド・ドロップ操作を中心とし
たグラフィカル・ユーザ・インタフェースにより、デジタル通信製
品の検証やテストで使用されるマルチフォーマット／マルチトラッ
ク波形を短時間で開発できま す。

ソフトウェア・ライセンス。詳細
については、以下のWebサイトを
ご覧ください。
(www.keysight.co.jp/find/
m9099)

SystemVue 通信／防衛システム・デザイン用のシステムレベルのEDAソフト
ウェア・プラットフォームです。SystemVueをM9381Aと組み合わ
せて使用すれば、シミュレーションとプロトタイプのギャップを埋
めてデザイン反復を減らし最新の無線テクノロジーの配備を加速で
きます。

ソフトウェア・ライセンス。詳細
については、以下のWebサイトを
ご覧ください。
(www.keysight.co.jp/find/
systemvue)

MATLAB 測定器の制御用および信号処理、信号変調、デジタル・フィルタリ
ングなどのデータ解析用に対話型のツールとコマンド・ライン機能
を提供します。

ソフトウェア・ライセンス。詳細に
ついては、以下のWebサイトをご
覧ください。
www.keysight.com/find/matlab



24

アシスタンス
1日のスタートアッ
プ・アシスタンス

テクニカル・エキスパートからサポートを受け、M9381A VSGおよび
優れたソフトウェア・ツールを容易に使い始めることができます。初
めて測定を実行し、特定のアプリケーションに対する測定器の使用方
法を習得するための柔軟な導入説明を提供します。

基本構成に含まれています

校正とトレーサビリティ
工場校正 M9381A VSGは、工場で校正され、ISO-9002（NISTトレーサブル校正）

証明書を添付して出荷されます。
基本構成に含まれています

推奨校正周期 校正周期は1年間を推奨しています。

校正場所 ・ Keysightワールドワイド・サービス・センタでの校正
・ キーサイトによるオンサイト校正
・ セルフ・メンテナンスによる校正

詳細については、以下のWebサイトをご
覧ください。
www.keysight.co.jp/find/infoline

N7800A校正／ 
調整ソフトウェア

M9381A VSGは、キーサイトの校正／調整ソフトウェアでサポートさ
れています。これは、自動校正を行うためにキーサイトのサービス・
センタで使用されているソフトウェアと同じです。このソフトウェア
は、ISO 17025:2005、ANSI/NCSL Z540.3-2006に対応したコンプライア
ンス・テスト、ISO Guide to Expression of Measurement Uncertaintyに基
づいた測定の不確かさを提供します。

ソフトウェア・ライセンス。詳細につい
ては、以下のWebサイトをご覧ください。 
(www.keysight.co.jp/find/
calibrationsoftware)

Keysight校正 
ステータス・ 
ユーティリティ

Keysight校正ステータス・ユーティリティは、M9381Aが常に校正され
ているように、校正間隔を管理し、測定器とモジュールの校正ステー
タスに関するメッセージを表示します。

基本構成に含まれています

セットアップおよび校正サービス
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サポート
サポート
コア・アセンブリに
よる修理対応

キーサイトでは、モジュールの修理を短時間で容易に行うためのコア・
アセンブリによる修理対応を行います。交換コア・アセンブリは、完
全に動作している校正済みの交換モジュールで、故障したモジュール
と同じシリアル番号を引き継ぎます。これにより、交換モジュールで
元のシリアル番号を使用することができます。

資格要件を満たした修理担当者がいる場
合（米国のみ）

セルフ・テスト・ 
ユーティリティ

セルフテスト・ユーティリティは、一連の内部テストを実行すること
により、モジュールの状態を検証し、ステータスを報告します。

基本構成に含まれています
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構成とオーダ情報

オーダ情報
モデル 概要

M9381A PXIeベクトル信号発生器： 
1 MHz～ 3 GHzまたは6 GHz
内容：
M9301A PXIeシンセサイザ
M9310A PXIe信号源出力
M9311A PXIeデジタル・ベクトル変調器
1日のスタートアップ・アシスタンス
モジュール・インターコネクト・ケーブル
ソフトウェア、サンプル・プログラム、 
製品情報（CD）

基本構成

M9381A-F03 周波数範囲：1 MHz～ 3 GHz

M9381A-B04 RF変調帯域幅、40 MHz

M9381A-M01 32 Mサンプル・メモリ

M9381A-300
保証仕様に必須

PXIe周波数基準： 
10 MHzおよび100 MHz
M9300A PXIe周波数基準を追加：10および
100 MHz（M9300Aモジュールは複数の
M9381Aモジュラ測定器に対応）

 推奨構成

構成可能なオプション

周波数

 M9381A-F03 1 MHz～ 3 GHz

 M9381A-F06 1 MHz～ 6 GHz

パワー 

 M9381A-1EA 高出力パワー

スイッチング速度

 M9381A-UNZ 高速スイッチング

RF変調帯域幅

 M9381A-B04 40 MHz

 M9381A-B10 100 MHz

 M9381A-B16 160 MHz

メモリ

 M9381A-M01 32 Mサンプル

 M9381A-M05 512 Mサンプル

 M9381A-M10 1024 Mサンプル

その他

 M9381A-UNT アナログ変調

 M9381A-UK6 M9381A用テスト・データ付き校正証明書
（M9301A、M9310A、M9311A）

 M9300A-UK6 M9300A用テスト・データ付き校正証明書 
（モジュールのみ）

推奨構成の関連製品

 M9036A PXIe組込みコントローラ

 M9018A 18スロットPXIeシャーシ
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テストの限界に挑む
キーサイトのモジュール計測器

アクセサリ

モデル 概要

Y1212A スロット・ブロッカ・キット：5モジュール

Y1213A PXI EMCフィラー・パネル・キット：5スロット

Y1214A 通気口キット：M9018A 18スロット・シャーシ

Y1215A ラック・マウント・キット：M9018A 18スロット・ 
シャーシ

Y1299-001 PXIソリューション・スタートアップ・キット：MIMOソ
リューション

関連製品

モデル 概要

M9021A PCIeケーブル・インタフェース

M9045B ラップトップ・コンピュータとの接続用PCIe 
ExpressCardアダプタ

Y1200B ラップトップ・コンピュータとの接続用PCIeケーブル

M9048A デスクトップ・コンピュータとの接続用PCIeデスクトッ
プ・アダプタ

Y1202A デスクトップ・コンピュータとの接続用PCIeケーブル

M9380A PXIe CW信号源

M9300A PXIe周波数基準

アドバンテージ・サービス：
校正
Keysightアドバンテージ・サービスは、お客様の機器のライフタイ
ム全体にわたって、お客様の成功を支援します。
N7800A 校正／調整ソフトウェア

ソフトウェア情報

サポートされている 
オペレーティング・ 
システム

Microsoft Windows XP（32ビット）
Microsoft Windows 7（32/64ビット） 
Windows Vista、SP1およびSP2 
（32ビットおよび64ビット）

規格に準拠したドライバ IVI-COM、IVI-C、LabVIEW、MATLAB

サポートされている 
アプリケーション 
開発環境（ADE）

VisualStudio（VB.NET、C#、C/C++）、
VEE、LabVIEW、LabWindows/CVI、
MATLAB

Keysight IOライブラリ 
（バージョン16.3以降）

内容：VISAライブラリ、Keysight 
Connection Expert、IOモニタ

Keysight Command Expert 測定器の制御 
（SCPIまたはIVI-COMドライバ）

Signal Studio 
ソフトウェア：

・ N76xxB-9TP、トランス
ポータブル永久ライセ
ンス。

・ N76xxB-9FP、固定永久
ライセンス。

・ N7650B-2xxは5/50波形
パックのライセンスを
提供します。

N7600B W-CDMA/HSPA+
N7601B cdma2000®/1xEV-DO
N7602B GSM/EDGE/Evo
N7606B Bluetooth®

N7609B グローバル・ナビゲーション衛
星システム
N7611B ブロードキャスト無線
N7612B TD-SCDMA/HSDPA
N7615B Mobile WiMAX™
N7617B 無線LAN 802.11a/b/g/n/ac
N7623B デジタル・ビデオ
N7624B LTE/LTE-Advanced FDD
N7625B LTE/LTE-Advanced TDD

（1ライセンスあたり最大4チャネルで再生可能）

Waveform Creator：
 M9099T
 M9099T-LIC

 M9099T-AYA
 M9099T-SVM

 M9099T-DFW

 M9099T-XXX-12M

Waveform Creator
コア＋ユーティリティ／マルチトーン・
プラグイン（必須）
デジタル変調プラグイン
SystemVueプラグイン 
（System Vue v2013.08以降が必要）
ファイル・ベースの書き込み 
（非暗号化波形ライセンス）

1年間のプレミアム・サポートの追加
SystemVueソフトウェア： 
 W1461

 W1918
 W1910
 W1916 

 W1911
 W1917
 W1915
 W1919  

 W1914
 W1905 

 W1716

SystemVueアーキテクト

LTE-Advanced
LTE
3G（GSM/EDGE/CDMA/cdma2000®/
W-CDMA/HSPA+）
WiMAX 802.16e
無線LAN 802.11a/b/g/n/ac
ミリ波WPN 802.15.3c/802.11ad
グローバル・ナビゲーション衛星 
システムDVB-x2
レーダ 
デジタル・プリディストーション・ 
ビルダ

構成とオーダ情報（続き）
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